
　
　
　

は
じ
め
に

　

医
心
方
は
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）、
丹
波
康
頼
に
よ
っ
て
撰
述
、
献
上
さ
れ
た
医
学

書
で
、
そ
の
内
容
は
、
唐
の
医
学
書
を
中
心
に
抜
粋
し
て
類
聚
し
た
書
で
あ
る
。
抜
粋

さ
れ
た
書
に
は
、
病
源
論
、
千
金
方
、
葛
氏
方
な
ど
を
は
じ
め
、
新
羅
法
師
秘
密
法
な

ど
に
も
及
び
、
ま
た
、
楊
氏
漢
語
抄
な
ど
の
引
用
も
あ
る
。
内
典
、
金
光
明
最
勝
王
経

な
ど
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
の
医
心
方
の
平
安
鎌
倉
時
代
の
点
本
と
し
て
は
、
東
京
国

立
博
物
館
蔵
半
井
本
医
心
方
天
養
二
年
（
一
一
四
五
）
年
点
本
（
お
茶
の
水
図
書
館
蔵

医
心
方
巻
第
二
十
二
を
含
む
）、
仁
和
寺
蔵
医
心
方
院
政
期
点
本
、
河
内
長
野
金
剛
寺
蔵

医
心
方
鎌
倉
初
期
点
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
半
井
本
医
心
方
は
、
そ
の
言
語
量

も
多
く
、
奥
書
に
よ
っ
て
加
点
年
代
が
明
確
で
、
訓
点
二
種
（
藤
原
行
盛
点
と
丹
波
重

基
点
）
の
素
性
も
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
そ
の
両
者
の
訓
読
語
は
、
質
的
に
異
な
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
１
）

。
十
二
世
紀
の
言
語
資
料
と
し
て
は
、
極
め
て
重
要
な
も
の

の
一
つ
で
あ
る
。

　

本
稿
に
、
主
た
る
分
析
対
象
と
し
た
仁
和
寺
本
医
心
方
も
、
仁
和
寺
現
存
は
、
巻
第

一
、五
、七
、九
、十
の
五
帖
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
巻
巻
が
存
し

た
よ
う
で
、
そ
の
伝
存
状
況
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
の
臨
模
本
の
存
在
な
ど
に

よ
っ
て
知
ら
れ
る
（
２
）

。
仁
和
寺
本
医
心
方
も
十
二
世
紀
の
加
点
資
料
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
で
、
貴
重
な
言
語
資
料
で
あ
る
。
現
存
、
仁
和
寺
本
医
心
方
五
帖
に
は
、
並
記
訓
、

異
読
書
入
が
少
な
く
、
半
井
本
医
心
方
と
は
、
様
相
を
異
に
す
る
。

　

右
の
他
に
河
内
長
野
金
剛
寺
蔵
の
医
心
方
巻
第
十
三

（
３
）

が
知
ら
れ
る
が
、
鎌
倉
初
期
の

書
写
と
考
え
ら
れ
て
い
る
資
料
で
あ
る

（
４
）

。

　
　
　

一
、
医
心
方
二
種
の
加
点
の
様
態

　

ま
ず
、
医
心
方
に
先
だ
っ
て
、
漢
籍
類
、
即
ち
、
博
士
家
等
の
俗
家
の
関
係
し
た
資

料
を
取
り
上
げ
て
み
る
。
例
え
ば
、
漢
籍
訓
点
資
料
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
神
田
本
白

氏
文
集
天
永
四
年
（
一
一
一
三
）
点
に
は
、
同
一
紙
面
上
に
複
数
の
訓
読
が
併
存
し
て

い
る
。
こ
れ
も
複
数
の
系
統
の
訓
読
が
、
重
合
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
系

統
は
、
書
陵
部
蔵
の
時
賢
本
白
氏
文
集
に
お
け
る
各
博
士
家
の
訓
読
の
色
分
け
に
よ
っ

て
解
け
る
も
の
で
あ
る
（
５
）

。
神
田
本
白
氏
文
集
は
、
同
一
紙
面
上
に
仮
名
は
、
墨
書
一
色

（
６
）

　　
　
　
　

仁
和
寺
蔵
医
心
方
に
お
け
る
訓
読
語
の
組
成　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

本　

光　

隆　
　
　

　
　
　



で
加
点
さ
れ
た
も
の
で
、
共
時
的
な
位
相
を
異
に
す
る
諸
種
の
訓
読
が
並
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
博
士
家
ご
と
に
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
訓
読
語
の

重
層
性
の
様
態
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
神
田
本
白
氏
文
集
天
永
四
年
（
一
一
一
三
）
点
は
、
複
数
の
訓
読
が
並
記
さ
れ

て
い
て
、
一
見
し
て
、
訓
読
語
が
重
合
し
て
い
る
こ
と
を
、
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
出

来
る
資
料
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
各
々
の
巻
別
に
は
一
通
り
の
訓
点
を
加
点
し
て

い
な
が
ら
、
一
具
全
体
を
合
わ
せ
見
た
と
き
、
そ
の
資
料
中
の
訓
読
語
に
複
層
性
を
含

み
持
つ
漢
籍
系
資
料
が
存
す
る
。
こ
の
課
題
に
関
し
て
以
下
に
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

　

医
書
で
あ
る
医
心
方
に
は
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
半
井
本
医
心
方
天
養
二
年

（
一
一
四
五
）
点
と
仁
和
寺
蔵
医
心
方
院
政
期
点
が
存
す
る
こ
と
は
先
に
少
し
触
れ
た
が
、

こ
の
両
者
を
取
り
上
げ
て
以
下
に
訓
読
語
の
比
較
を
行
う
。
ま
ず
、
両
資
料
の
資
料
性

に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　

半
井
本
医
心
方
天
養
二
年
（
一
一
四
五
）
点
は
、
二
系
統
の
訓
読
が
重
合
し
た
資
料

で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
本
文
の
加
点
の
様
態
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
点
は
、
最
初
、

朱
ヲ
コ
ト
点
、
墨
仮
名
の
第
一
種
の
加
点
が
存
し
、
そ
れ
よ
り
後
に
加
え
ら
れ
た
庵
点

と
一
体
を
な
す
朱
筆
の
仮
名
点
と
ヲ
コ
ト
点
よ
り
な
る
第
二
種
の
加
点
が
存
す
る
こ
と

が
知
れ
る
。
こ
の
重
合
の
情
況
は
、
巻
第
八
に
付
せ
ら
れ
た
奥
書
に
よ
っ
て
解
く
こ
と

が
出
来
る
。

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
半
井
本
医
心
方
巻
第
八
奥
書
）

　
　

天
養
二
年
（
一
一
四
五
）
二
月
以
宇
治
入
道
太
相
國
本
移
點

　
　
　

移
點
少
内
記
藤
原
中
光

　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　

比
校
助
教
清
原
定
安

　
　
　
　
　
　

　
　
　

移
點
比
校
之
間
所
見
及
之
不
審
直
講
中
原
師
長

　
　
　

醫
博
士
丹
波
知
康
重
成
等
相
共
合
醫
家
本
已
十

　
　
　

文
殿
所
加
之
勘
物
師
長
以
墨
書
之
令
朱
合
點

　
　

宇
治
本

　
　
　

初
下
點
行
盛
朝
臣　

朱
星
點　

墨
假
字　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

重
加
點
重
基
朝
臣　

朱
星
點　

假
字
勘
物
又
以
朱
點
句

于
儒
點　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

御
本
不
改
彼
様
令
移

（
下
補
）

點
之　

　

第
一
種
点
は
、
藤
原
日
野
家
の
学
者
で
あ
る
藤
原
行
盛
の
加
点
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を

医
家
丹
波
家
の
丹
波
重
基
が
、
儒
点
、
即
ち
、
藤
原
行
盛
の
訓
読
、
訓
点
に
対
し
て
添

削
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
加
点
、
移
点
、
添
削
作
業
は
、
親
本
で
あ
る
宇
治
入
道
太
相
国
・

藤
原
頼
道
所
持
本
の
段
階
で
既
に
あ
っ
た
重
層
状
況
で
、こ
れ
を
天
養
二
年
（
一
一
四
五
）

に
移
点
す
る
際
、
複
数
の
博
士
家
の
人
々
、
医
家
の
人
々
が
関
係
し
た
も
の
で
、
大
々

的
な
移
点
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

一
方
、
仁
和
寺
蔵
医
心
方
院
政
期
点
は
、
現
在
、
巻
第
一
、五
、七
、九
、十
の
五
帖
が

仁
和
寺
に
伝
わ
る
も
の
で
、
医
心
方
の
零
巻
で
あ
る
。
こ
の
仁
和
寺
蔵
医
心
方
に
は
、

右
の
半
井
本
医
心
方
天
養
二
年
点
の
如
く
、
複
数
種
の
加
点
が
並
存
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
基
本
的
に
は
、
一
種
類
、
一
系
統
の
訓
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
と
見
え
る
も

の
で
、
一
見
、
一
系
統
の
訓
点
を
純
粋
に
加
点
し
た
資
料
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
資
料

で
あ
る
。

　

以
下
、
仁
和
寺
蔵
医
心
方
院
政
期
点
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
、
仁
和
寺
蔵
医
心
方
院

政
期
点
に
お
け
る
訓
読
語
の
複
層
性
の
様
態
を
整
理
、
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

二
、
半
井
本
医
心
方
天
養
二
年
点
と
仁
和
寺
蔵
医
心
方
院
政
期
点
と
に
お
け
る

　
　
　
　

訓
読
の
様
相

　

一
見
、
一
系
統
に
し
か
見
え
な
い
仁
和
寺
蔵
医
心
方
院
政
期
点
の
訓
読
を
、
国
立
博

物
館
蔵
半
井
本
医
心
方
天
養
二
年
点
の
二
系
統
の
訓
読
と
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
系



統
的
な
対
応
関
係
が
整
理
さ
れ
る
。

　

両
本
の
巻
第
五
を
比
較
す
る
と
、

　

１
、
又
方　

醬
苦
＿

酒
、
漿
汁
、
之
に（
付
庵

点
）　

灌イ

ル
（
半
井
本
巻
第
五
・
行
盛
点
、「
付
庵
点
」

　
　
　
　

注
は
、注
記
の
上
接
の
文
字
、符
合
、ま
た
は
、文
字
列
に
付
さ
れ
た
事
を
示
す
。

　
　
　
　

以
下
同
じ
）

　
　
　

又
方　

醬
苦
酒　

漿
汁　

之
を
灌
レ
ヨ
（
半
井
本
巻
第
五
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

又
方　

苦
酒
漿
の
汁
、
之
（
を
）
灌イ

レ
ヨ
（
仁
和
寺
本
巻
第
五
）

　

２
、
目
（
の
）
息

シ
ヽ
ノ
ソ
ヒ
タ
ル

宍
を
治
（
す
る
）
方
第
十
八　
（
半
井
本
巻
第
五
・
行
盛
点
、「
シ
ヽ

　
　
　
　

ノ
ソ
（
マ
マ
）ヒ
タ
ル
」）

　
　
　

目
（
の
）
息
「
ア
マ
シ
ヽ
」
宍
（
を
）
治
（
す
る
）
方
第
十
八　
（
半
井
本
巻
第
五
・
丹
波
重
基
点
・

　
　
　
　
「
」
は
朱
仮
名
、
以
下
同
じ
）

　
　
　

目
（
の
）
息ア

マ
シ宍ヽ

を
治
（
す
る
）
方
第
十
八
（
仁
和
寺
本
巻
第
五
）

　

３
、
蘇
を
以
て
鼻
の
孔
中
に
内イ

ル　
（
半
井
本
巻
第
五
・
行
盛
点
）

　
　
　

蘇
（
を
）
以
（
て
）
鼻
（
の
）
孔
中
（
に
）
内

「
イ
」
「
レ
」
て　
（
半
井
本
巻
第
五
・

　
　
　
　

丹
波
重
基
点
）

　
　
　

蘇
を
以
て
鼻
の
孔
中
に
内イ

レ
て　
（
仁
和
寺
本
巻
第
五
）

　

４
、
細

ミ
ラ
ノ
ネ
ク
サ

辛　
　

瓜
ツ
チ
ウ
リ
ノ
ホ
ソ

帶　

分
等
（
し
）
て　
（
半
井
本
巻
第
五
・
行
盛
点
）

　
　
　

細
辛　

瓜
「
ニ
カ
ウ
リ
ノ
ホ
ソ
」

帶　

分
「
ー

」
等　
（
半
井
本
巻
第
五
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

細
ミ
ラ
ノ
ネ
ク
サ

辛　
　

瓜
ニ
カ
ウ
リ
ノ
ホ
ソ

帶　

分
等
（
し
）
て　
（
仁
和
寺
本
巻
第
五
）

　

５
、
鼻ハ

ナ

ノ
中ウ

チ

ニシ
ヽ
オ
ヒ
タ
ル

肉
（
を
）
治
（
す
る
）
方
第
卅
二　
（
半
井
本
巻
第
五
・
行
盛
点
）

　
　
　

鼻
（
の
）
中
の「

ア
マ
シ
ヽ
」
肉
（
を
）
治
（
す
る
）
方
第
卅
二　
（
半
井
本
巻
第
五
・
丹
波

　
　
　
　

重
基
点
）

　
　
　

鼻
の
中
の

ア
マ
シ肉ヽ

を
治
（
す
る
）
方
第
卅
二　
（
仁
和
寺
本
巻
第
五
）

　

６
、
緊ク

チ
ヒ
ル
ノ
タ
ヽ
レ

脣
生
瘡
を
治
（
す
る
）
方
第
卅
八　
（
半
井
本
巻
第
五
・
行
盛
点
）

　
　
　

緊
「
ア
ク
チ
」脣（
の
）
生
瘡
（
を
）
治
（
す
る
）
方
第
卅
八　
（
半
井
本
巻
第
五
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

緊ア
ク
チ脣

（
の
）
生
瘡
を
治
（
す
る
）
方
第
卅
八　
（
仁
和
寺
本
巻
第
五
）

の
如
く
で
あ
っ
て
、
巻
第
五
に
お
い
て
は
、
仁
和
寺
蔵
本
の
訓
点
、
訓
読
は
、
医
家
丹

波
重
基
の
訓
点
に
一
致
す
る
。

　

巻
第
七
で
は
、

　

７
、薤ニ

ラ
ノ
ネ白

を
取
（
り
）
て
蘇
に
和
（
し
）
て
之
を
傅ツ

ク
。　
（
半
井
本
巻
第
七
・
行
盛
点
）

　
　
　

薤
「
オ
ホ
ミ
ラ
」
白
（
を
）
取
（
り
て
）
蘇
（
に
）
和
（
し
て
）
之
（
を
）
傅
「
ツ
」
「
ケ
ヨ
」　
（
半

　
　
　
　

井
本
巻
第
七
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

薤ヲ
ホ
ミ
ラ白
を
取
（
り
）
て
蘇
に
和
（
し
）
て
傅ツ

ケ
ヨ
﹇
之
﹈　
（
仁
和
寺
本
巻
第
七
）

　

８
、
酒
を
以
て
灌
（
き
）
之て

﹇
及
﹈
熱ア

ツ

ウ
シ
て（
付
庵
点
）　

氣ケ

を
以
て
陰
を
蒸ム

ス　
（
半
井
本
巻

　
　
　
　

第
七
・
行
盛
点
）

　
　
　

酒
（
を
）
以
（
て
）
灌
（
き
）
之

（
て
）

熱
「
ア
ツ
」

及
「
ナ
カ
ラ
」
氣
（
を
）
以
（
て
）
陰
（
を
）

　
　
　
　

蒸
「
セ
」　
（
半
井
本
巻
第
七
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

酒
を
以
て
灌
（
き
）
之て

熱ア
ツ　

一

及
ナ
カ
ラ　

二

氣
を
以
て
陰
を
蒸ム

セ　
（
仁
和
寺
本
巻
第
七
）

　

９
、
又
方　

釜カ
ナ
ヘ
ノ
シ
タ
ノ
ツ
チ

月
下
土
を
、
鷄
ー

子
ー

白
に
和
（
し
）
て
付
（
け
よ
）﹇
之
﹈　
（
半
井
本

　
　
　
　

巻
第
七
・
行
盛
点
）

　
　
　

又
方　

釜
「
カ
マ
ノ
シ
タ
ノ
ツ
チ
」

月
下
土
（
を
）
鷄
子
白
（
に
）
和
（
し
て
）
付
（
け
よ
）﹇
之
﹈（
半

　
　
　
　

井
本
巻
第
七
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

又
方　

釜カ
マ
ノ
シ
タ

月
下
ノ
土

ツ（
ち
）を

、
鷄
子
白
に
和
（
し
）
て
付
（
け
よ
）﹇
之
﹈　
（
仁
和
寺

　
　
　
　

本
巻
第
七
）

　

10
、﹇
以
﹈
小
腹
（
の
）
中
ノ
大
（
き
な
る
）
横ヨ

コ
シ
ハ理

を（
付
庵

点
）　

約ツ
ヽ

メ
て　
（
半
井
本
巻
第
七
・

　
　
　
　

行
盛
点
）

　
　
　
﹇
以
﹈
小
腹
を
約
（
め
）
て
大
（
き
な
る
）
横
理
に
中

「
ア
」「
テ

てヽ

」　
（
半
井
本
巻
第
七
・

　
　
　
　

丹
波
重
基
点
）



　
　
　
﹇
以
﹈
少
腹
を
約ツ

ヽ

メ
て
大
（
き
）
ナ
ル
横ヨ

コ

理シ
ハ

に
中ア

テ
てヽ　

（
仁
和
寺
本
巻
第
七
）

　

11
、
生
宍
突ツ

キ
出
（
て
む
）
と
欲す

る
を
治
（
す
る
）、
方
、　
（
半
井
本
巻
第
七
・
行
盛
点
）

　
　
　

生
「
ー

」
宍
突
「
ツ
ハ
ク
」「
ミ
」
出
（
て
む
と
）
欲
（
る
を
）
治
（
す
る
）
方　
（
半
井
本

　
　
　
　

巻
第
七
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

生
ー

宍
突ツ

ハ
クミ

出
（
て
む
）
と
欲す

る
を
治
（
す
る
）
方　
（
仁
和
寺
本
巻
第
七
）

等
の
如
く
、
仁
和
寺
本
巻
第
七
の
訓
読
も
、
儒
者
藤
原
行
盛
の
系
統
訓
読
と
は
異
な
り
、

医
家
丹
波
重
基
の
訓
読
の
系
統
に
一
致
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
巻
第
一
で
比
較
を
行
っ
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
比
較
例
と
な
っ

て
、
巻
第
五
、七
と
は
、
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。

　

12
、
田
野
、
下
里
（
の
）
家　
一

に
來　
二

ラ
ム
比　
　三

市
に
因
（
り
）
て
藥
を
得
は
、（
半
井

　
　
　
　

本
巻
第
一
・
行
盛
点
）

　
　
　

比
「
コ
ノ
コ
ロ
」

＿

來
田
野　

下
里
（
の
）
家　

市
（
に
）
因
（
り
て
）
藥
（
を
）
得
（
は
）　
（
半

　
　
　
　

井
本
巻
第
一
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

田
野
、
下
里
の
家　
一

に
來　
二

（
ら
む
）
比　
三

、
市
に
因
（
り
て
）
藥
を
得
は
、　
（
仁

　
　
　
　

和
寺
本
巻
第
一
）

　

13
、
皆　

尖
ス
ル
ト
ナ
ル

　

頭ハ
シ

、
赤
＿キ

皮
、
雙フ

タ
コ

＿

人
を
去サ

ケ
て
仍

ス
ナ
ハ

チ
、
切
ル
﹇
之
﹈　
（
半
井
本
巻
第
一
・

　
　
　
　

行
盛
点
）

　
　
　

皆　

尖
頭　

赤
皮　

雙
「
ナ
ラ
」「
ヘ
ル
」
人
「
サ
ネ
」（
を
）
去
（
け
て
）
仍
（
ち
）
切
（
る
）﹇
之
﹈

　
　
　
　
　
（
半
井
本
巻
第
一
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

皆　

尖
ス
ル
ト
ナ
ル

　

頭ハ
シ

﹇
イ
、

　
　

を
﹈、
赤
＿

皮
、
雙フ

タ
コ

＿

人
を
去
ケ
て
仍

ス
ナ
ハ

チ
、
切
（
る
）﹇
之
﹈　
（
仁

　
　
　
　

和
寺
本
巻
第
一
）

　

14
、
冷
（
か
な
る
と
き
は
）﹇
則
﹈
嘔

烏
句
反

ー

涌
す
。（
半
井
本
巻
第
一
・
行
盛
点
）

　
　
　

冷
「
ヒ
ヤ
」「

カ
」（
な
る
と
き
は
）﹇
則
﹈
嘔
「
ム
カ
ツ
」涌
「
ク
」（
半
井
本
巻
第
一
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

冷ヒ
ヤ

（
か
な
る
）
と
（
き
）
は
﹇
則
﹈
嘔

烏
句
反

ー

涌
す
。（
仁
和
寺
本
巻
第
一
）

右
に
掲
げ
た
ご
と
く
、
仁
和
寺
本
巻
第
一
の
訓
読
は
、
藤
原
行
盛
の
儒
家
点
に
符
合
す
る
。

　

同
様
に
、
巻
第
九
で
は
、

　

15
、々
（
汗
）
多
（
く
）
は（
付
庵

点
）　

、喜コ
ノ

ム
て
眠
（
る
）
こ
と
得
不
。
（
付
庵

点
）　

汗ア
セ
アエ

者ハ
は

一
服
（
し
）

　
　
　
　

て　
（
半
井
本
巻
第
九
・
行
盛
点
）

　
　
　

々
「
ア
セ
ア
」（

汗
）「
ユ
ル
コ
ト
」
多
（
く
）「
シ
テ
」
喜
（
む
て
）
眠
（
る
こ
と
）
得
不

　
　
　
　
（
し
）
て
汗
「
ユ
ル
」
者

「
モ
ノ
」「

ハ
」
一
服
（
し
て
）　
（
半
井
本
巻
第
九
・
丹
波
重

　
　
　
　

基
点
）

　
　
　

々
（
汗
）
多
（
く
）
は
喜コ

ノ

ム
て
眠
（
る
）
こ
と
得
不
。
汗

ア
セ
ア

エ
者ハ

一
服
（
し
）
て　
（
仁

　
　
　
　

和
寺
蔵
巻
第
九
）

　

16
、
韮ミ

ラ

を
搗ツ

イ
て
絞シ

ホ

リ
汁
一
升
許
を
飲ノ

メ
。（
半
井
本
巻
第
九
・
行
盛
点
）

　
　
　

韮
「
コ
ミ
ラ
」（
を
）
搗
（
い
て
）
絞
（
り
）
汁
一
升
許
（
を
）
飲
（
め
）　
（
半
井
本
巻
第
九
・

　
　
　
　

丹
波
重
基
点
）

　
　
　

韮ミ
ラ

ヲ
搗ツ

イ
（
て
）
絞
（
り
）
汁
一
升
許
を
飲
（
み
）
て　
（
仁
和
寺
本
巻
第
九
）

　

17
、大(

き
に)

嚴ヨ

キ
醋
を
盛イ

レ
て
中
に
滿
（
し
）
て
密
を（
付
庵
点
）　

モ（
付
庵
点
）　

て（
付
庵
点
）　

口
を
塞フ

サ
（
き
）

　
　
　
　

て　
（
半
井
本
巻
第
九
・
行
盛
点
）

　
　
　

大
（
き
に
）
嚴
（
き
）
醋
（
を
）
盛
（
れ
て
）
中
（
に
）
滿
（
し
て
）   

密
「
タ
シ
カ
」「

ニ
」

　
　
　
　

口
（
を
）
塞
（
き
て
）　
（
半
井
本
巻
第
九
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

大
（
き
に
）
嚴ヨ

キ
醋
を
盛イ

レ
て
中
に
滿
（
し
）
て
蜜
を
（
も
）
て
口
を
塞
（
き
）

　
　
　
　

て　
（
仁
和
寺
本
巻
第
九
）

　

18
、滓カ

ス

を
去サ

ケ
て
竹タ

ケ

ノ

シ

ル

「
ー

」
瀝
六
合
を
加
（
へ
）
て
攪カ

キ
＿

調
（
へ
）
て　
（
半
井
本
巻
第
九
・

　
　
　
　

行
盛
点
）

　
　
　

滓
（
を
）
去
（
け
て
）
竹
「
ク
レ
タ
ケ
ノ
シ
ル
」
瀝
六
合
（
を
）
加
（
へ
て
）
攪
（
き
）
調
（
へ
て
）

　
　
　
　
　
（
半
井
本
巻
第
九
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

滓
を
去
（
け
）
て
竹

タ
ケ
ノ
シ
ル瀝

六
合
（
を
）
加
（
へ
）
て
攪カ

キ
調
（
へ
）
て　
（
仁
和
寺



　
　
　
　

本
巻
第
九
）

の
如
く
、
仁
和
寺
本
医
心
方
巻
第
九
の
訓
読
は
、
半
井
本
の
二
系
統
の
訓
読
の
内
、
儒

点
で
あ
る
藤
原
行
盛
の
訓
点
の
系
統
に
一
致
し
て
い
る
。

　

一
方
、
医
心
方
巻
第
十
は
、
右
の
二
系
統
の
訓
読
、
丹
波
重
基
の
訓
読
の
系
統
を
伝

え
た
巻
第
五
、七
、
藤
原
行
盛
の
訓
読
の
系
統
を
受
け
た
巻
第
一
、九
と
は
、
そ
の
様
相

を
異
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
半
井
本
医
心
方
巻
第
十
と
仁
和
寺
本
医
心

方
巻
第
十
の
訓
読
、
加
点
の
状
況
に
つ
い
て
、
以
下
に
比
較
例
を
掲
げ
る
。

　

19
、
復
、
爲
に
寒
「
ー

」
氣
と
（
し
）
て
加
（
へ
）
所
（
る
ゝ
か
）、
故
に　
（
半
井
本

　
　
　
　

医
心
方
巻
第
十
・
行
盛
点
）

　
　
　

復　

寒
氣
「
ノ
」
爲
（
に
）
加
（
へ
）
所

「
ラ
」

「
ル
ヽ
」（
か
）
故
（
に
）　
（
半
井
本

　
　
　
　

医
心
方
巻
第
十
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

復
、
寒
氣
ノ
爲
（
に
）
加
（
へ
）
所
（
る
ゝ
か
）
故
（
に
）　
（
仁
和
寺
本
医
心

　
　
　
　

方
巻
第
十
）

　

20
、
藥
を
與
フ（
付
庵
点
）　

。（
付
庵
点
）　　

九
丸
を
服
セ
シ
ム　
（
半
井
本
巻
第
十
・
行
盛
点
）

　
　
　

藥
（
を
）
與
（
へ
）
て
九
丸
（
を
）
服
（
せ
し
む
）　
（
半
井
本
巻
第
十
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

藥
を
與
（
へ
）
て
九
丸
を
服
セ
シ
ム　
（
仁
和
寺
本
巻
第
十
）

の
比
較
例
の
如
く
、
仁
和
寺
本
医
心
方
巻
第
十
は
、
医
家
丹
波
重
基
点
の
訓
読
に
合
う

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
一
方
で
、
左
掲
の
ご
と
き
例
も
存
す
る
。

　

21
、
風
「
ー

」
耶
外
に（
付
庵

点
）　

入
（
り
）
て　
（
半
井
本
巻
第
十
・
行
盛
点
）

　
　
　

風
耶
外

「
ト
」

「
ヨ
リ
」
入
（
り
て
）　
（
半
井
本
巻
第
十
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

風
ー

耶
外
に
入
（
り
）
て　
（
仁
和
寺
本
巻
第
十
）

　

22
、
酒
一
斗
を
以
て
漬ヒ

タ

シ
之て

密
を（
付
庵

点
）　

モ
て（
付
庵

点
）　

器
の
口
を
塞フ

サ

イ
て　
（
半
井
本
巻
第
十
・

　
　
　
　

行
盛
点
）

　
　
　

酒
一
斗
（
を
）
以
（
て
）
漬
（
し
）
之

（
て
）

密
「
タ
シ
カ
ニ
」

器
（
の
）
口
（
を
）
塞
（
い
て
）　
（
半

　
　
　
　

井
本
巻
第
十
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

酒
一
斗
を
以
て
之
を
漬
（
し
）
て
蜜
を
（
も
）
て
器
（
の
）
口
を
塞
（
い
）
て　
（
仁

　
　
　
　

和
寺
本
巻
第
十
）

　

23
、
髪
「
ー

」
癥
を（
付
庵
点
）　

（
も
）
て
唯
、油
を
飲
（
ま
）
シ
メ
ム
ト
欲ス

ル
を
療
（
す
る
）、

　
　
　
　

方　
（
半
井
本
医
心
方
巻
第
十
・
行
盛
点
）

　
　
　

髪
癥
の
唯　

油
（
を
）
飲

「
ノ
マ
」「

ム
」
こ
と
を
欲
（
す
る
を
）
療
（
す
る
）
方　
（
半

　
　
　
　

井
本
医
心
方
巻
第
十
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

髪
癥
を
（
も
）
て
唯
油
を
飲
（
ま
）
シ
メ
ム
ト
欲
（
る
を
）
療
（
す
る
）
方　
（
仁

　
　
　
　

和
寺
本
医
心
方
巻
第
十
）

等
の
例
が
あ
っ
て
、
仁
和
寺
本
医
心
方
巻
第
十
は
、
半
井
本
医
心
方
の
儒
者
藤
原
行
盛

の
訓
読
に
一
致
す
る
箇
所
も
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
以
上
の
様
に
、
儒
者
の
訓
読
、
医

家
丹
波
家
の
訓
読
の
両
系
統
の
訓
読
が
、
巻
第
十
に
入
り
交
じ
っ
て
い
る
よ
う
に
認
め

ら
れ
る
他
に
、

　

24
、
蔓アヲ

ナ菁
（
の
）
子
一
升
を
取
（
り
）
て
搗ツ

キ
研キ

シ

リ
て　
（
半
井
本
巻
第
十
・
行
盛
点
）

　
　
　

蔓
「
ナ
タ
ネ
」菁（

の
）
子
一
升
（
を
）
取
（
り
て
）
搗
（
き
）
研
（
り
て
）　
（
半
井
本
巻
第
十
・

　
　
　
　

丹
波
重
基
点
）

　
　
　

蔓カ
フ
ラ菁

（
の
）
子
一
升
を
取
（
り
）
て
搗
＿

研キ
シ

リ
て　
（
仁
和
寺
本
巻
第
十
）

　

25
、
竈

カ
マ
ノ
ク
ト突

のノ

墨ス
ミ

三
合　
（
半
井
本
巻
第
十
・
行
盛
点
）

　
　
　

竈
「
カ
マ
ノ
マ
ラ
ノ
ス
ミ
」

突
墨
三
合　
（
半
井
本
巻
第
十
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

竈カ
マ
ト
ノ
ス
ミ

突
墨
三
合　
（
仁
和
寺
本
巻
第
十
）

な
ど
の
例
の
よ
う
に
、
仁
和
寺
本
巻
第
十
に
お
い
て
は
、
儒
者
藤
原
行
盛
の
訓
読
と
も
、

医
家
丹
波
重
基
の
訓
読
と
も
異
な
る
読
法
の
訓
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
場
合
が
存
す
る
。

ま
た
、

　

26
、ノ
セ
リ

胡アマ
ア
カ
ナ

二
分　
（
半
井
本
医
心
方
巻
第
十
・
行
盛
点
）



　
　
　

「
ハ
マ
ア
カ
ナ
」

胡
二
分　
（
半
井
本
医
心
方
巻
第
十
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

胡
二
分　
（
仁
和
寺
本
医
心
方
巻
第
十
・
訓
点
加
点
ナ
シ
）

　

27
、
朴「
入
」

　
　
　

消「
上
」

　
　
　

半
鷄
子
如ハ

カ
リシ　

者
テ
　
て（
付
庵
点
）

一
枚　
（
半
井
本
医
心
方
巻
第
十
・
行
盛
点
）

　
　
　

朴
消　

半
鷄
子
如

「
ハ
カ
リ
」「
ノ
」
者
「
モ
ノ
」
一
枚　
（
半
井
本
医
心
方
巻
第
十
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　

朴
消
半
鷄
子　
一

如　
二

者
一
枚　
（
仁
和
寺
本
巻
第
十
）

比
較
例
27
の
仁
和
寺
本
医
心
方
に
は
、
返
点
「
一
」「
二
」
が
付
さ
れ
る
だ
け
で
、
仮
名

点
等
の
加
点
が
無
く
、
訓
読
語
の
状
況
が
不
明
で
あ
る
。

　

28
、﹇
則
﹈、
腹
滿
（
ち
）
て
心
腹
絞

シ
ホ
リ

＿

痛
（
き
）
を
治
（
す
る
）、
方　
（
半
井
本
医

　
　
　
　

心
方
巻
第
十
・
行
盛
点
）

　
　
　
﹇
則
﹈
腹
滿
（
ち
て
）
心
腹
絞
「
ル
カ
コ
ト
ク
ニ
」
痛
（
き
を
）
治
（
す
る
）
方　
（
半

　
　
　
　

井
本
医
心
方
巻
第
十
・
丹
波
重
基
点
）

　
　
　
﹇
則
﹈、腹
滿
（
ち
）
て
心
腹
絞
＿

痛
を
治
（
す
る
）
方　
（
仁
和
寺
本
医
心
方
巻
第
十
）

右
の
比
較
例
28
も
、
仁
和
寺
本
医
心
方
に
お
い
て
、
訓
点
の
加
点
が
無
く
、「
絞
」
字
に

纏
わ
る
訓
読
法
が
判
然
と
し
な
い
。
挙
例
の
如
く
、
半
井
本
医
心
方
に
両
系
統
の
訓
点

が
併
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
、
仁
和
寺
本
医
心
方
で
は
、
加
点
の
無
い
場
合
が
存
す
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
仁
和
寺
本
医
心
方
の
、
他
の
巻
、
巻
第
五
、七
と
巻
第
一
、九
に
は

現
れ
な
い
。
巻
第
五
、七
や
巻
第
一
、九
で
は
、
一
巻
ご
と
の
比
較
上
、
儒
家
ま
た
は
医

家
か
の
ど
ち
ら
か
の
訓
読
が
現
れ
て
お
り
、
右
の
状
況
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

以
上
、
仁
和
寺
本
医
心
方
に
関
し
て
は
、
儒
者
系
の
訓
読
が
現
れ
る
巻
と
医
家
系
の

訓
読
が
現
れ
る
巻
、
そ
れ
と
共
に
、
一
巻
中
に
儒
者
の
訓
読
、
医
家
の
訓
読
が
共
に
現

れ
、
訓
読
語
が
重
合
し
て
い
る
巻
第
十
が
存
す
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
。
こ
の
巻
第
十

は
、
半
井
本
と
仁
和
寺
本
と
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、
他
巻
に
比
べ
て
、
異
同
が
多
い
。

仁
和
寺
本
医
心
方
は
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
に
は
五
巻
五
帖
で
は
な
く
、
多
く
の
巻

を
伝
え
た
よ
う
で
あ
る
（
７
）

が
、
例
え
ば
、
現
、
仁
和
寺
蔵
本
を
観
察
し
て
も
、
内
閣
文
庫

に
伝
え
ら
れ
た
臨
模
本
を
見
て
も
、
現
蔵
本
が
現
状
で
、
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
と
は

認
め
ら
れ
な
い
し
、
寄
り
合
い
書
き
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。
か
か
る
訓
読
語
の
重
合
が
、

一
具
の
資
料
に
現
れ
て
い
る
現
象
が
生
じ
た
理
由
は
、
い
ろ
い
ろ
に
推
定
さ
れ
る
所
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
親
本
の
段
階
で
、
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
、

仁
和
寺
本
の
祖
本
が
、
半
井
本
医
心
方
の
系
統
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
を
形
作
る

時
に
、
訓
点
の
取
捨
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
巻
十
の
存
在
は
、
半
井
本
以
外
の
系

統
の
本
が
存
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
可
能
性
は
、
こ
れ
に
限
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
問
題
は
、
い
ろ
い
ろ
な
系
統
の
訓
読
語
が
、
い
ろ
い
ろ
な
言
語
的
背
景
を
持
っ

て
生
成
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
稿
者
は
、
半
井
本
に
お
け
る
二
系
統
の
訓
読

語
に
つ
い
て
、
儒
者
藤
原
行
盛
の
訓
読
語
は
、
天
養
二
年
（
一
一
四
五
）
当
時
の
訓
読

語
を
表
し
た
も
の
で
、
藤
原
行
盛
が
祖
点
と
し
て
新
た
に
訓
点
を
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
っ

た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
比
し
て
、
丹
波
重
基
の
訓
点
は
、
伝
統
を
引

い
た
訓
読
語
の
よ
う
で
、
言
葉
の
性
格
と
し
て
は
、
藤
原
行
盛
点
に
対
し
て
、
古
来
の

訓
読
を
伝
え
た
可
能
性
が
あ
る
と
論
じ
た
事
が
あ
る
（
８
）

。
仁
和
寺
本
医
心
方
に
は
、
こ
れ

ら
性
格
の
異
な
る
訓
読
語
が
、
一
具
の
資
料
の
各
々
の
巻
に
現
れ
た
も
の
で
、
言
語
的

に
複
層
性
を
内
在
し
た
資
料
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
か
か
る
状
況
も
、

訓
読
語
の
重
合
の
一
実
態
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

一
般
に
、
日
本
語
史
料
と
し
て
の
訓
点
資
料
に
お
け
る
訓
読
語
の
重
層
性
、
複
層
性

の
問
題
は
、
決
し
て
、
軽
い
問
題
で
は
な
い
。
祖
点
の
場
合
、
即
ち
、
全
巻
を
、
あ
る

い
は
、
一
具
の
資
料
を
一
個
人
が
新
た
な
訓
読
行
為
を
し
て
、
訓
点
を
下
ろ
す
場
合
に

は
、
一
資
料
ま
た
は
一
具
の
資
料
内
部
で
は
、
言
語
表
現
が
統
一
的
、
規
則
的
で
あ
る



場
合
も
あ
る
と
予
測
さ
れ
る
。
即
ち
、資
料
全
部
を
統
一
的
言
語
表
現
に
よ
っ
て
表
現
し
、

揺
れ
の
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
今
ま
で
に
屢
々
問
題
に
さ
れ
て
き
た
助

字
の
訓
法
が
統
一
的
で
あ
る
と
帰
納
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
読
添
語
の
出
現
の
仕

方
が
、
統
一
的
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
語
彙
的
に
は
、
古
語
や
当
代
語
な
ど

が
重
合
し
て
出
現
す
る
こ
と
が
無
く
、
揺
れ
が
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
事
実
、
十
二
世

紀
に
は
、
実
範
加
点
資
料
な
ど
の
様
に
、
明
確
に
、
祖
点
と
し
て
訓
点
を
下
し
た
資
料

が
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

（
９
）

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
で
は
、
訓
法
に
も
統
一
性
が
指
摘
で
き
る
。

従
っ
て
、
今
後
、
各
種
の
資
料
に
お
け
る
訓
読
語
の
内
実
を
、
全
体
に
亙
っ
て
統
一
的

な
訓
読
語
が
出
現
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
訓
読
語
に
複
層
性
が
存
在
す
る
の
か
の
観

点
か
ら
再
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

本
稿
に
記
述
し
た
如
く
、
訓
読
語
が
重
合
し
、
複
層
性
を
内
包
す
る
資
料
が
、
一
資

料
と
し
て
、
ま
た
、
一
具
の
資
料
と
し
て
、
伝
え
ら
れ
た
の
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

即
ち
、
こ
の
よ
う
な
複
層
的
資
料
の
書
写
、
移
点
が
行
わ
れ
て
、
一
つ
の
資
料
が
出
来

上
が
る
時
代
に
お
い
て
も
、
一
資
料
ま
た
は
一
具
の
資
料
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
筈

で
あ
っ
て
、
そ
の
時
代
か
ら
、
複
層
性
を
内
包
し
た
ま
ま
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
確
た
る

事
実
で
あ
る
。

　

漢
文
訓
読
語
の
変
遷
は
、平
安
中
期
（
十
世
紀
）
に
画
期
が
あ
っ
て
、平
安
後
半
期
に
は
、

移
点
と
い
う
言
語
活
動
が
一
般
的
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
た
。
即
ち
、
平
安
前
半
期

に
は
、
訓
読
語
が
動
的
で
あ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
、
平
安
後
半
期
は
、
移
点
と
い

う
営
為
の
一
般
化
に
よ
っ
て
訓
読
語
の
伝
承
性
が
強
い
と
把
握
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

平
安
後
半
期
に
も
、
訓
読
語
に
変
化
が
あ
っ
て
、
変
わ
り
続
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

既
に
、
そ
の
課
題
を
中
心
に
論
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
1
0
）。

移
点
と
い
う
行
為
が
、
平

安
後
半
期
に
存
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
し
、
実
証
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

こ
と
が
、
平
安
後
半
期
に
お
い
て
、
新
た
な
訓
読
語
が
生
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
。
資
料
の
量
的
制
約
が
あ
っ
て
、
実
際
に
、
複
数
の
加
点
本
を
取

り
上
げ
て
の
比
較
対
照
に
よ
る
、
具
体
的
訓
読
語
に
基
づ
い
た
実
証
の
可
能
性
は
少
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
平
安
初
期
に
お
い
て
、
厳
密
に
は
、
親
本
か
ら
訓
点
を
写
す
「
移
点
」

と
い
う
言
語
活
動
そ
の
も
の
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
師
資
間
で
、
訓
読
語
の

伝
承
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
に
は
、
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

平
安
初
期
資
料
に
「
聽
了
」
等
の
奥
書
が
あ
る
以
上
、
師
の
訓
読
語
が
、
講
説
の
場
を

通
じ
て
、
資
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
立
証
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
こ
と
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
（
１
１
）。

ま
し
て
や
、
平
安
初
期
に
は
、
平
安
初
期
的
訓
読
語
の
類
型
が
存
す
る

と
説
か
れ
る
以
上
は
、
平
安
初
期
に
訓
読
語
の
類
型
の
共
有
が
存
し
た
と
認
め
ざ
る
を

得
な
い
。
即
ち
、
後
世
の
再
読
字
の
単
読
事
象
で
あ
る
と
か
、
副
助
詞
「
ら
」
の
未
出
現
、

古
代
の
助
詞
と
言
わ
れ
る
副
助
詞
「
い
」
の
頻
用
、「
及
」
字
の
訓
読
、「
勿
ナ
」
の
出
現
、

否
定
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形
「
ぬ
」・
已
然
形
「
ね
」
の
出
現
な
ど
な
ど
枚
挙
に
暇

が
な
い
が
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
平
安
初
期
の
言
語
事
象
に
お
け
る
類
型
が
記
述
さ

れ
、
時
代
的
な
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
て
後
、
平
安
中
期
以
降
の
変
化
形
と
の
対
照
が
論

じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
平
安
初
期
に
、
あ
る
訓
読
語
の
類
型
が
帰
納
さ
れ
る
こ
と

自
体
、
平
安
初
期
と
い
う
共
時
態
に
お
け
る
訓
読
語
の
共
通
性
、
ま
た
、
平
安
時
代
初

期
約
一
〇
〇
年
間
と
い
う
通
時
的
な
広
が
り
に
お
け
る
伝
承
性
が
存
し
て
い
な
け
れ
ば
、

記
述
で
き
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
「
移
点
」
の
語
は
、
平
安
後
半
期
に
初
め
て
、
そ
の
確
例
が
拾
わ
れ
、
平
安
後
半
期
に

移
点
と
い
う
営
為
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
平
安
初
期
に
、
師
の
訓
点
資
料
の

訓
点
を
直
接
「
移
点
」
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
認
め
る
と
し
て
も
、
講
説
の
場
に
お

い
て
、
資
が
、
師
と
等
し
い
訓
読
語
を
用
い
る
こ
と
は
な
く
、
師
と
は
常
に
違
っ
た
訓

読
語
を
加
点
し
て
、
そ
の
結
果
、
訓
読
語
は
、
常
に
新
し
く
、
各
々
の
資
料
は
個
別
的

に
存
在
し
て
、
訓
読
法
の
伝
承
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
る
保
証
は
、
ど



こ
に
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
訓
読
語
の
伝
承
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
講
説
の
速
記

用
に
、
片
仮
名
が
生
ま
れ
た
と
か
、
ヲ
コ
ト
点
が
発
達
し
た
と
説
か
れ
て
き
た
こ
と
と

明
ら
か
に
矛
盾
す
る
捉
え
方
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
実
証
は
困
難
で
あ
る
に
し
て
も
、
平

安
初
期
に
も
訓
読
語
の
伝
承
的
な
事
例
が
存
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
平
安
初
期
に
も
訓
読
語
の
伝
承
性
と
い
う
も
の

が
存
し
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

漢
文
訓
読
語
が
、
平
安
中
期
を
迎
え
て
、
劇
的
に
変
化
を
し
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

同
一
書
の
訓
読
を
、
通
時
的
に
追
っ
た
研
究
も
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

（
１
２
）が

、

こ
れ
と
て
も
、
隔
靴
掻
痒
の
感
が
残
る
の
は
、
特
に
、
激
変
す
る
と
言
わ
れ
る
平
安
前

半
期
の
現
存
資
料
の
寡
少
な
る
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
劇
的
と
い
わ
れ
る
変
化
は
、

徐
々
に
起
こ
っ
た
も
の
で
、
通
時
的
に
記
述
す
べ
き
資
料
の
密
度
が
薄
い
た
め
、
結
果

的
に
、
通
時
的
に
配
列
す
る
資
料
間
が
広
が
っ
て
、
そ
の
時
間
的
な
距
離
の
た
め
、
一
見
、

劇
的
に
変
じ
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
と
考
え
る
道
も
あ
る
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
。
ま

し
て
や
、
今
ま
で
通
時
的
比
較
が
な
さ
れ
て
き
た
大
方
は
、
平
安
時
代
初
期
の
南
都
古

宗
系
の
資
料
の
言
語
事
象
と
、
降
っ
て
平
安
時
代
中
期
以
降
の
資
料
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
比
較
さ
れ
て
来
た
も
の
の
多
く
が
、
密
教
系
の
資
料
の
言
語
事
象
と
の
比
較
で

あ
る
場
合
も
あ
り
、
通
時
態
の
捻
れ
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に

は
位
相
の
問
題
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
。

　

平
安
前
半
期
に
お
け
る
訓
読
語
の
変
化
は
、
劇
的
に
で
は
な
く
、
多
少
の
急
緩
は
あ

る
も
の
の
、
徐
々
に
起
こ
っ
た
も
の
で
、
同
様
に
、
遺
存
資
料
の
密
度
が
濃
く
な
り
、

伝
承
性
が
強
い
と
言
わ
れ
る
平
安
後
半
期
に
も
、
徐
々
な
る
変
化
が
起
こ
っ
て
い
た
（
1
3
）と

見
て
、
な
ん
の
矛
盾
も
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
、
平
安
後
半
期
の
漢
文

訓
読
語
の
変
化
の
一
つ
に
、
訓
読
語
の
重
合
を
含
め
て
も
良
い
の
で
は
無
か
ろ
う
か
。

　

即
ち
、
本
来
別
々
の
言
語
体
系
で
あ
っ
た
位
相
的
な
差
や
、
文
体
的
な
差
が
重
合
し

て
新
た
な
漢
文
訓
読
語
の
集
合
体
と
し
て
の
訓
点
資
料
が
成
立
す
る
こ
と
を
想
定
す
れ

ば
、
重
層
性
、
複
層
性
を
内
包
し
た
訓
読
語
資
料
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
、
位
相
差
、
文

体
差
を
越
え
て
位
相
差
、
文
体
差
が
一
資
料
に
集
約
さ
れ
、
社
会
的
に
、
次
第
次
第
に

一
般
化
、
平
均
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
変
化
も
、
漢
文
訓
読
語
の
歴
史
的
変
化

と
し
て
位
置
づ
け
て
も
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

注

　
　

１
、
拙
著
『
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
語
史
料
論
』（
平
成
十
九
年
二
月
、
汲
古
書
院
）
第

　
　
　

一
章
第
五
節
。

　
　

２
、
江
戸
時
代
の
仁
和
寺
本
の
臨
模
本
は
、
各
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
内
閣
文
庫
蔵

　
　
　

の
臨
模
本
は
、『
医
心
方
仁
和
寺
本
影
写
本

多
紀
家
旧
蔵
本

』（
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
平
成
三
年
一
月
）
に
も
影

　
　
　

印
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
　

３
、『
医
心
方
の
研
究
』（
平
成
六
年
五
月
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
）。

　
　

４
、
金
剛
寺
本
医
心
方
巻
第
十
三
は
、
墨
書
の
句
切
り
点
の
存
す
る
仮
名
点
の
資
料
で
、

　
　
　

半
井
本
医
心
方
巻
第
十
三
の
訓
点
と
比
較
す
る
と
、
半
井
本
に
墨
書
反
切
記
入
箇
所
に

　
　
　

仮
名
点
が
見
え
た
り
、
半
井
本
に
並
記
訓
が
存
す
る
と
こ
ろ
に
、
並
記
が
無
く
単
一
の

　
　
　

和
訓
が
振
ら
れ
た
り
、
接
続
助
詞
の
「
テ
」
の
有
無
な
ど
の
違
い
が
あ
る
。
ま
た
、「
石

　
　
　

斛
イ
ハ
ク
シ
リ
」
な
ど
の
音
訛
形
が
認
め
ら
れ
る
。「
盗

ヒ
ヤ
コ
キ
ア
セ

汗
（
を
） 

治
（
す
る
）
方
第
十
二
」（
金

　
　
　

剛
寺
本
）
は
、本
文
に
出
入
り
が
あ
る
が
、半
井
本
医
心
方
に
朱
墨
の
並
記
訓
が
あ
っ
て
、

　
　
　
「
陽
虚
盗ヒヤ
コ
キ
ア
セ
汗
を
治
（
す
る
）
方
」（
墨
点
・
藤
原
行
盛
点
）、「
陽
虚
盗

ヒ
ソ
カ
ニ
ア
セ
ア
ユ
ル

汗
（
を
）
治
（
す

　
　
　

る
）
方
」（
朱
点
・
丹
波
重
基
点
）
の
例
の
墨
点
に
合
致
す
る
。「
肋
ワ
キ
ホ
ネ
」（
金　

　
　
　

剛
寺
本
）
と
あ
る
と
こ
ろ
は
、「
助
タ
ス
ケ
ホ
ネ
」（
半
井
本
墨
点
）
と
あ
っ
て
、
本
文
が



　
　
　

異
な
り
、
訓
も
一
致
し
な
い
。「
明
ア
ク
ル
ニ
」（
金
剛
寺
本
）
に
は
、「
明
ア
シ
タ
に
」（
半

　
　
　

井
本
墨
点
）
と
あ
っ
て
、
不
一
致
の
箇
所
も
あ
る
。
加
点
箇
所
の
状
況
、
一
致
率
は
、　

　
　
　

半
井
本
医
心
方
と
よ
く
通
じ
て
い
る
が
、
出
入
り
が
あ
っ
て
、
い
ま
、
別
系
統
の
訓
点

　
　
　

資
料
で
あ
る
と
見
て
お
く
。

　
　

５
、
小
林
芳
規
『
平   

安    

鎌    

倉    

時 

代 

に  

於  

け  

る 

漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』(

昭
和
四
十
二
年
三
月
、
東

　
　
　

京
大
学
出
版
会
）。

　
　

６
、
墨
点
の
他
、
神
田
本
白
氏
文
集
に
は
、
角
筆
点
に
よ
る
藤
原
茂
明
加
点
が
あ
る
。

　
　

７
、
注
２
に
同
じ
。

　
　

８
、
注
１
拙
著
。

　
　

９
、
注
１
拙
著
第
六
章
第
三
節
。

　
　

10
、
注
１
拙
著
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。

　
　

11
、
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究　

総
論
篇
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
昭
和

　
　
　

二
十
九
年
五
月
）
に
は
、
平
安
中
期
に
移
点
が
存
し
た
こ
と
を
説
か
れ
る
。

　
　
　

拙
稿
「
儀
軌
の
訓
読
語
と
加
点
」（『
平
成
十
六
年
度
〜
平
成
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補

　
　
　

助
金
研
究
報
告
書
「
平
安
時
代
に
お
け
る
儀
軌
・
次
第
訓
点
資
料
の
漢
文
訓
読
語
史
的

　
　
　

研
究
」』
平
成
二
十
年
三
月
、
研
究
代
表
者
松
本
光
隆
）

　
　

12
、
築
島
裕
「
和
訓
の
伝
流
」（『
国
語
学
』
八
十
二
輯
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
）
に
は
、　

　
　
　

厳
密
な
通
時
態
を
設
定
す
る
た
め
に
、
成
唯
識
論
や
金
光
明
最
勝
王
経
な
ど
の
同
一
書

　
　
　

を
取
り
上
げ
て
、
通
時
的
な
変
化
を
論
じ
ら
れ
、
平
安
中
期
に
画
期
が
あ
っ
た
と
説
か

　
　
　

れ
る
。

　
　

13
、
注
１
拙
著
。

　
　
　
﹇
付
記
﹈

　
　

本
小
考
を
為
す
に
当
た
っ
て
、
半
井
本
医
心
方
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
美
術
工
芸

　
　

課
の
ご
温
情
に
浴
し
、
仁
和
寺
本
医
心
方
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
仁
和
寺
御
当
局
、
花
野

　
　

憲
道
師
の
ご
温
情
に
浴
し
た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　
　

ま
た
、
小
考
を
、「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
誌
に
掲
載
さ
せ
て
戴
く
に
あ
た
っ
て
は
、
訓
点

　
　

語
学
会
委
員
、
特
に
、
査
読
に
あ
た
っ
て
戴
い
た
諸
先
生
の
ご
批
正
を
忝
な
く
し
た
。
記

　
　

し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。


